
令和３年10月15日 発行

第127号（毎月15日発行）

http://www.library.pref.kagoshima.jp

Tel：099-224-9511

鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

鹿児島県立図書館では，「絆を深め，感動を味わい，自分を見つめる大切な一冊」を『宝本』と呼ん
でいます。その「宝本」にまつわるエピソードが県内各地からたくさん寄せられました。
児童・生徒の皆さんがどのような本を宝本にし，どのようなエピソードがあるのかを御覧ください。

たくさんのエピソードに触れることで，改めて自分の読書生活を振り返ったり，新たな本と出会ったり
してみませんか。皆様の御来館をお待ちしています。

展示の期間・場所・内容は以下のとおりです
１ 展示期間 令和３年10月８日(金)～令和３年１０月２８日(木)

２ 展示場所 県立図書館 １階玄関ホール

３ 展示内容

⑴ 各学校・公共図書館(室)からの応募作品
⑵ 団体の取組紹介 ※ 宝本スタンプは本館の児童文化室で押印できます。

五穀豊穣を祈念するお祭りには

どんなお祭りがあるんだろう

先日，テレビでニュース番組を見ていたら，「平瀬マンカイ」の映像が流れていました。「平瀬マンカイ」とは
奄美大島の龍郷町で行われる，五穀豊穣を祈る習俗です。岸辺に立つ２つの岩に神人たちが上がり，祈るお姿は，
とても厳かで美しく，ついつい見入ってしまいました。この習俗について，もう少し詳しく知りたくなり，『かご
しま文化の表情 祭り・行事編』（鹿児島県県民福祉部県民生活課/編）を開いてみました。すると，「歌をかけ合
い，招き合うのがマンカイ」とのこと。そして，「海のかなたから稲霊を招き寄せ，豊作への感謝と予祝をする古
い稲作儀礼」であるということがわかりました。
豊作への感謝に関連する行事は，県内各地でもたくさんあったような…と思い，また詳しく知りたくなって，今

度は『生きている民俗探訪』（下野敏見/著 第一法規）を開いてみました。すると，旧暦九月に，「甘酒を供え，収
穫感謝の祭りをし，民俗芸能を奉納する」行事，「ホゼ」について記述がありました。本書では，「枚聞神社のホ
ゼ」や，「坊津町八坂神社のホゼ」，「岩川八幡の弥五郎どん祭り」が紹介されていました。種子島では「願成就
祭り」とも言うのだそうですね。他にも，『鹿児島の民俗暦』（小野重朗/文 海鳥社）には，曽於市末吉町の住吉神
社等で行われる流鏑馬についても掲載されていました。「ホゼ」と一言で言っても，地域によって違っていて，と
ても興味深いなと感じることでした。

なかなか外出も難しいこの頃。思いっきり「ホゼ」を楽しめる時に備えて，県立図書館の本で予習をするのはい

かがですか。

《一般図書》10月15日（金） 《児童図書》 10月23日（土）

○『酔っぱらいが変えた世界史』
ブノワ・フランクバルム/著 原書房

○『英語でちょっといい話ベストセレクション』
ちょっといい話製作委員会/編 アルク

○『世界ピクト図鑑』 児山 啓一/著 ビー・エヌ・エヌ
○『Apple Car』

日本経済新聞・日経クロステック合同取材班/著 日経BP
○『障害のある子が受けられる支援のすべて』

和枝福祉会/監修 ナツメ社

○『おさかなちゃんのあのね、ママ』
ヒド・ファン・ヘネヒテン/作・絵 学研プラス

○『ゆれるシッポ、ふんじゃった！』
今西乃子/著 岩崎書店

○『みんなで学ぼう17のゴールイラストブックＳＤＧs』
ルイーズ･スペルズベリー/文 岩崎書店

○『かげろうのむこうで 翔の四季 夏』
斉藤 洋/文 いとうあつき/絵 偕成社

○「『ハーフ』ってなんだろう？」
下地 ローレンス吉孝/著 平凡社
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日 月 火 水 木 金 土

10

月

11 12 13★ 14 15 16◆

18 19 20★ 21 22 23

25 26 27★ 28 29 30

１ ２ ４ ５ ６

11

月

８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

○一般閲覧室ミニ展示
10月１日（金）～11月７日（日）
「『あなたの“推し”は何ですか①』展」
人はそれぞれに趣味（推し）をもっていると思いま

す。そこで，今回はいろいろな人の“推し”に関する本を

紹介します。あなたの“推し”が増えるかもしれません。

○児童文化室ミニ展示
10月23日（土）～11月７日（日）
「『紙芝居の世界へようこそ！』展」
昔話から科学まで，いろいろな紙芝居を紹介します。

新たな読み聞かせレパートリーを増やしてみません

か？

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，池田晶子/著の『14歳の君へ』（毎日新聞社）で
す。
この本は，今，１４歳の僕たちに必要なものは何か，困っている人はどうすればいいのか，と

いう本です。
僕が一番心に残ったのは，「言葉」ということです。今の僕たちは言葉の使い方が悪くて，と

きには人を泣かせ，ときには人の心を傷つけてしまうことがあります。 この本を読んで，とて
も言葉は大事だし悪口を言うために言葉はあるのではなく，友達と楽しく過ごすための言葉
なんだと気付き，心に残りました。

にじいろのほん『100万回生きたねこ』
まんかい い

佐野洋子/作・絵（講談社）からのクイズです。
さ の よ う こ さく え こうだんしや

ねこが船のりのねこだったとき，きら
ふな

いだったものは？
①そら ②だいち ③うみ

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

日曜日・祝日（ ） : ９時～17時
は，休館日

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）

は，一般閲覧室新着図書の日（10月15日,１０月２９日【予定】）

は，児童文化室新着図書の日（１０月23日）

【特別整理のための休館について】

所蔵資料の点検・整理及び図書館情報システムの更新のため
に令和３年11月８日(月)～30日(火)の期間は休館いたします。ま
た，以下の点にもお気を付けください。
１ 全てのサービス（電話による対応を含む）を休止いたしま
す。ホームページも利用できません。

２ 学習室は，図書館情報システムの更新及びトイレ排水設
備・監視カメラ改修工事のため閉室いたします。

３ 本の返却のみできます。(ブックポストを御利用ください。）

答え，自分の名前，利用者カード番号を書
こた じ ぶん な まえ り よう しや ばん ごう か

いて，児童文化室 にある箱に，1１月７日
じ どう ぶん か しつ はこ が つ にち

（日）までに入れてください。正解者のなか
にち い せい かい しや

から抽選で20人にしおりなどのプレゼントを
ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「②うめぼし」でした。
ぜんかい こた

たくさんの御応募ありがとうございました。
ご おう ぼ

ヒント

しょっぱいみずがたくさんあるよ

鹿児島県立図書館には県民の皆様から，蔵書に関す

る本を推薦していただく『選書参考票』という用紙があり

ます。

皆さんからの「この本は調べ物に役立つのでぜひ図

書館に入れて」「テレビやラジオで紹介されていた本が

多くの人に読まれそうだ」など，広く利用されそうな本の

推薦をいただき，本を選ぶ参考にし役立てています。

個人のリクエストにお応えするものではないため優

先貸出，優先予約などは行っておりませんが，推薦して

いただいた方へは，希望されましたら受入日が決定した

際や品切れ・絶版等で入手不可などのお知らせをして

います。

ぜひ，県民の皆様に有益な本の情報をお寄せください。
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